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南さつま市立川畑小学校
所 在 地： 南さ つま市加世田川畑４２５７ 番地

電話番号： ０９９３ -５３ -３０５０ ●児童数： ４ ８ 人

●学級数： ６ 学級

・ 少人数のよさを生かし た学習指導

・ 自然豊かな体験活動（ 米作り，カボチャ栽培，大谷川自然観察会）

・ ボランティア活動（ あいさ つ運動，高齢者への花苗配り，校区清掃）

・ 伝統芸能「 お城が山踊り」 の継承

・ 南さ つま市小規模校入学特別認可制度校（ 特認校）

特
色
あ
る
活
動

事業取組のきっかけ

実際に取り 組んで

1 こ れまでの学校の取組

2 事業応募への思い

（ 1） 本校の人権同和教育の目標

　 　 人権尊重の精神に基づいて，差別や偏見を も たず，豊かな心を も ち ，

互いに認め合い， 共に伸びよ う と する 実践力のある 子ども を 育てる 。

　 絵を かく こ と が楽し かっ た。（ １ 年）

　 色々なこ と がわかっ た。（ １ 年）

　 今 日 は と て も 楽 し

かっ たです。（ ３・ ４ 年）

　 いじ めに気を つけるこ と が大切で人を なぐ っ たり し て

はいけないこ と を教えてく れてあり がと う 。（ ３ ・ ４ 年）

　 グループ で 発表を する 時， 不安になり まし たが，

みんなが，「 いいよ。」 と 言っ てく れたので勇気が出

まし た。 こ れから も 頑張っ て発表し ていき ます。 人

によってちがう んだなあと 思いまし た。（ ３ ・ ４ 年）

　 人 と 違 う こ と で

も ， たく さ ん発表を

し て い き た い で す。

（ ３ ・ ４ 年）

　 左手で書く のは難し かっ たです。 色々な活動が楽し かっ たです。 発表は

どき ど き し まし たが勇気を 出し てでき まし た。 絵を みんなで見せ合っ たの

が楽し かっ たです。（ ３ ・ ４ 年）

　 質問が同じ でも ， みんな 考え

ている こ と が違う と いう こ と が

わかり ま し た。 だから ， 意見が

違っ ても「 それは間違い」 と いっ

て し ま わ な い よ う に し ま す。

（ ３ ・ ４ 年）

　 いろ いろ なわたし メ ッ セージ

を 教えてく ださ り あり がと う ご

ざいます。（ ３ ・ ４ 年）

　 男女はどちら が偉いなどと いう のはな

く ， 男女が平等なこ と がわかり まし た。

（ ３ ・ ４ 年）

　 みんなと 仲良く あそびたいです。 自

分ができ ないじ ゃ なく て ， でき る こ と

を たく さ んし て， 生かすこ と ができ て

と ても 嬉し かっ たです。 こ れから も 自

分がはじ めての事も 頑張っ ていき たい

です。（ ３ ・ ４ 年）

　 し ゃ べら ないで活動する のが心に残っ た。（ １ 年）

　 わく わく し て楽し かっ た。（ １ 年）

　 わから ないこ と があって大変だったけど頑張った。（ １ 年）

　 男女共同参画がわかっ た。（ １ 年）

　 人を いやがら せたり ， いじ めたり し たく ないと ， 心が

そう いっ てまし た。（ １ 年）

　 絵を 書いたり ， ゲームを し たり し てと ても 楽し かっ た

し ， 点を かく のも 楽し かっ た。（ ２ 年）

　 左手で書く のは難し かっ た。（ ２ 年）

　 チームが背中の色を教えてく れた。（ ２ 年）

　 女の子だから 男の子だから と 決めつけな いよ う にし

たい。（ ２ 年）

　 個性は人それぞれなんだと わかっ た。（ ２ 年）

　 人のこ と を ち ゃ んと 考えないと だめなんだと 思いまし

た。 今日の授業はと ても 良かっ たです。（ ２ 年）

　 発表でき る か不安でし たが， でき て良かっ た。 頑張っ て 9 0 分体育館で

座っ て勉強ができ まし た。 めぐ さ んが優し い人で良かっ たです。 こ れから ，

めぐ さ んが言っ たこ と を生かし て使いたいです。（ ２ 年）

　 と ても 楽し かっ たです。 また， めぐ さ んに川畑小学校に

来ても ら い一緒に勉強を し てほし いと 思いまし た。 また，

来てく れたら いいなあ。 最後のあいさ つはどきどきし たけ

どし っ かり 言えて良かっ た。 楽し かっ たです。（ ２ 年）

　 本校の実態と し て， 自己肯定感が低かっ たり ， 多様な価値観を受け入れら れなかっ たり する児童が多い。 また， 児童間の人間関係における優

位性により ， 周囲へ気遣いができ ない児童も 若干名いる。

　 そこ で，男女共同参画の視点から 児童が自己肯定感を高め，互いの人権を尊重し ，更により よい人間関係を構築し てほし いと いう 願いをも と に，

職員・ 児童・ 保護者の人権意識の向上を図り ， 同じ 視点で児童を育てていき たいと 考え， 本事業に応募し た。

（ 3） 人権同和教育の取組

・ いじ めについて考える週間の実施 (４ 月， ９ 月， １ 月 )

・ 学校楽し ぃ ーと ， アンケート ( 年５ 回 ) の実施と 結果の共有お

よび共通実践

・ 道徳授業参観 (12 月 )

・ 人権教室の実施（ 12 月）

・ 県人権教育課から 講師を招いた職員研修

・「 ふわふわ言葉」 の掲示

・「 人権の花運動」 への取組と し て， 学級園， 一人一鉢， 学校田

を活用し ， 年間をと おし た「 ひまわり の花」 の育成

（ 2） 本校の児童の実態

・ 素直で明るい子ども たちが多く ， 異学年の交流も 盛んである。

・ 限ら れた人間関係の中で生活し ているため， 他者への気遣いにより

自分の思いを 伝えら れなかっ たり ， 多様な考えを 受け入れる柔軟性

が不足し たり し ており ， 豊かな人間関係づく り に課題が見ら れる。

１ 児童を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～子ども たちの感想～

10月21日（ 木）
 10： 30～12： 05 児童ワークショ ップ（ 全児童）  45人

 15： 35～16： 45 教職員セミ ナー 　 8人

　
※保護者・ 地域ワークショ ップは，新型コロナウイルス感染

　 症等の影響により 中止

事 業 実 施 概 要

　 色々な 学習がで き て 嬉し

かっ たです。 めぐ さ んから 教

えても ら っ たこ と を ぜひやっ

ていき たいです。 あり がと う

ございまし た。（ ３ ・ ４ 年）

　 男女共同参画の勉強で「 人はち がっ て

いて も い い」 と 言う こ と を 学びま し た。

今日から 差別を し な いで， 仲良く し たい

で す。 自分がいやな こ と は人にし な いと

思いまし た。（ ３ ・ ４ 年）
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　 友達の差別や悪口を 私は少し やっ ていたので， 次から は

気を つけたいと 思います。 めぐ さ んはと ても 優し かっ たの

でら く ら く に学べまし た。（ ３ ・ ４ 年）

　 私は， みんなと 話を する のが少し 苦手です。 でも ， 今日

学べて良かっ たです。 こ れから も 頑張り たいです。（ ３・ ４ 年）

　「 みんなちがっ てみんないい」 と いう こ と を 学んだ。 性別

によ っ て区別し ないと いう こ と です。 それは自分の個性で

あり ， みんな違う 。 けれどそれでみんないい。 そう いう こ と

を 知る こ と ができ まし た。 人が「 それ違う よ。」 と 言っ てい

たら 今日のこ のこ と を 教えていき たいで す。 また， 私自身

も 「 それち がう よ， そんなやり 方駄目だよ。」 と いう こ と ば

を 使わず，「 こ の意見も いいけど， こ れはど う かな。」 と 声

をかけていきたいです。（ ５ ・ ６ 年）

　 ぼく たち のために色々と 教えていただき あり がと う

ご ざ いま す。 めぐ さ んに指示さ れたこ と は同じ で も ，

みんないろ いろ な特徴があっ て違っ ている と いう こ と

です。 楽し かっ たです。（ ５ ・ ６ 年）

　 ぼく が， 今日学んだこ と は「 ち がいはまち がいでは

ない。」と いう こ と です。 今までは「 ち がいはまち がい。」

だと 思っ て勇気が出なかっ たけど， 今日の学習で勇気

が出まし た。 家に帰っ たら まっ さ き に，お母さ んに言っ

て生活に生かし ていき たいと 思います。 あり がと う ご

ざいまし た。（ ５ ・ ６ 年）

　「 みんな 違っ て みんな いい。」 と いう こ と ば

が心に残り ま し た。 グループ 活動が楽し かっ

たです。（ ５ ・ ６ 年）

　 絵を 書いた後， 見せ合う 活動が心に残り ま

し た。 全く 同じ 指示を 受けたのに， 書いて い

る 絵は違う 。 一人一人のと ら え 方が全く 違う

んだと いう こ と です。（ ５ ・ ６ 年）

　 性別や年齢によ っ て区別し ている 人が多く いる と い

う こ と です。 びつく り し まし た。 絵を 書く のはと ても

苦手だっ たけど， 心配せずに書く と こ んなに楽し いと

いう こ と に気がつき まし た。 本当にあり がと う ござ い

まし た。（ ５ ・ ６ 年）

　 同じ 事を し ていても ， 人は全然， 心で思っ ている こ

と は違う んだなと 思いまし た。 また， あなたメ ッ セー

ジやわたし メ ッ セージを し っ かり 行っ ていき たいと 思

います。 発表で「 他の人と 同じ 意見でなかっ たら どう

し よ う 。」 と 思っ て いま し たが， こ れから は積極的に

手を あげて発表を し よ う と 思います。 あり がと う ござ

いまし た。（ ５ ・ ６ 年）

　 私は，「 ち がいはま ち がいじ ゃ な い。」 と い

う こ と ばが心に残り ま し た。 な んだか応援さ

れて いる よ う な 気持ち にな り ま し た。 わたし

メ ッ セージ と あな たメ ッ セージ は例を あげて

説明し て く ださ っ たので と て も よ く わかり ま

し た。 使う こ と が多いので， 心にと めて おき

たいと 思います。 こ れから は，わたし メ ッ セー

ジ で 会話し て いこ う と 思いま す。 と て も 楽し

い授業になり まし た。（ ５ ・ ６ 年）

　 毎日の生活に必要な こ と を 教え て いただき

あり がと う ご ざ いま す。 ぼく は， 自分基準で

考え て し ま う 時が多かっ たので ， こ れから は

みんな 基準にし て， 一人一人に優し く 接し て

いき たいと 思いま し た。 今日は心から 感謝し

ます。（ ５ ・ ６ 年）　 と ても わかり やすく 教え てく ださ っ て 嬉し かっ たで す。

ゲームがあっ たのも 楽し かっ たです。 私はひどいこ と を言っ

ていたのでこ れから は， 理由を 言っ て人を 傷つけないよ う

にし ます。 生活にいかせる こ と やこ れから やっ ていける こ

と を教えてく ださ り あり がと う ございまし た。（ ３ ・ ４ 年）

　 人には色々な性格や外見がある けど， その外見や性格は

変えにく いこ と がわかり まし た。（ ３ ・ ４ 年）

　 １ 年生から 参加理解でき る 内容で ， われわれにはな かなか教え にく いこ

と を かみく だいて の中身に驚いた。 こ の内容においては， 他団体の学習等

を 受けていたので， 更に理解を 深めるこ と ができ た。

　 子ど も たち に同じ 指示を し て も ， 指示の受け取り 方や受け取る 気持ち も

それぞれである こ と が分かっ た。 同一の指導や声かけではなく ， でき る だ

けその子に即し た対応ができ る よ う に気を つけていき たい。

　「 すみっ こ 」「 はら っ ぱ」 の時間や場を 確保し な がら ， 子ど も たち が伸び

伸びと 学校生活を 送れる よ う にし ていき たいと 思っ た。 また， 沢山ほめて

認めていく こ と を 積み重ねていき ， 子ど も たち の自主的な行動を 促すため

に「 待つ」 こ と も し ていき たい。 貴重な機会を あり がと う ございまし た。

　 自分の価値観で物の見方や行動の仕方を 押し つけている こ と が多いなあと

反省を し た。「 みんなち がっ てみんないい。」 は， 私の好き なこ と ばだが， そ

れが相手にき ちんと 伝わるよう な声かけや行動を心がけていき たいと 思う 。

　 本日の研修は， 今まで の自分の考え方が変っ て し ま う ほど の内容で あっ た。 ま ず， ワーク シ ョ ッ

プを 見ながら １ 年生が行動でき る かが心配でし た。 し かし ，子ども たち は，自分のも っ ている 力を 使っ

て 行動する こ と ができ て嬉し く 思いま し た。 子ど も たち は， 全てのこ と が， 毎日初めて のこ と だと

思う よ う にし たいと 思いま す。 今後は， 拍手を ど んど んし て， 子ど も にも ， 自分にも 勇気を あげた

いと 思いまし た。 ほめる 時も 言語化し て， 子ども たち も 自分も ほめる毎日を 目指し たいです。

　 お話の中に， 心に突き刺さ るも のがあり ， はっ と し まし た。 子ども に指導する立場の自分が， 誰より も

人権無視のひどいこ と ばを数多く 発し ているのではないかと 。 自分では， 良いこ と ， 大切なこ と ， 勝手

に決め込んで「 こ れは素晴し いこ と 」「 こ れはだめなこ と 」 と 常に自分の価値観で子ども たちのこ と ばを

ジャ ッ ジし ， それら を 伝えてし まっ ていまし た。 も っ と 心に余裕をも たなければ。 子ども の言い分に言

い訳と 決めつけず， その行為の根本にある感情にも 目を向けよう と 思いまし た。 簡単なよう で実行する

のは難し いかも し れませんが， 明日子ども たちを前にし たら 実践し てみます。 あり がと う ございまし た。

　 自分が日頃Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージで伝えている こ と はないかと 反省し まし た。 また， 大人

には当たり 前でも 子ども たち には初めての経験が多いこ と ， 参加するこ と が学びである

こ と を 再認識し まし た。「 違いがあっ て当然。」 子ども たち が自他を 大切にでき る スキル

を 身に付けるこ と ができ る よ う 私たち も 人権感覚を 高め， 行動に変えていき たいと 思い

ま す。「 マ イ ナス １ の思考」 信じ て 待ち， 引き 出せる よ う に。 心に残る こ と ばで し た。

今日は学ぶこ と が多く あり まし た。 あり がと う ございまし た。

　 本日は丁寧な学びを 進めてく ださ り 誠にあり がと う ござ いまし た。 職員の感想から ，

日頃の児童と の関わり を振り 返る 姿， 学びを 日常に生かそう と する 姿に変容し ていたこ

と に喜びを 感じ まし た。 また， 児童の感想を 見ると ， １ 年生の理解は難し かっ たのかも

し れませんが， ど の子も 学びを 理解し よ う と 努力し ， 楽し んでいた様子がわかり ます。

また，今後に生かそう と する感想が沢山見ら れまし たこ と は，と ても 有り 難いこ と です。

感想の中に，「 自分基準ではなく みんな基準で一人一人に優し く 接し たい。」「 みんな違っ

ていいんだ。 ち がいは間違いではないんだ。」「 絵を見せ合う 活動から ， 全く 同じ 指示を

受けても 一人一人と ら え方が違いびっ く り し た。」 など， 相手や自分を 肯定する 心へと

変容し ， 多く の気づき を いただいていまし た。 また， 本日の学びに感謝でき ている こ と

も 素敵な変容です。 本日のご指導， ご準備に深く 感謝いたし ます。

2 教職員を 対象と し たセミ ナー ～教職員の感想～ ワーク ショ ッ プの目的と 意義を共有し まし た。

3 保護者・ 地域の方々を 対象と し たワーク ショ ッ プ

※新型コ ロナウイ ルス感染症等の影響により 中止

事業を終えて～今後の取組など～

　 今回の男女共同学びの広場のワーク ショ ッ プでの髙﨑先生と の学習を 通し て学んだ「 ちがい＝まち がい」 ではないこ と を ， 繰り 返し 声かけを し ていき たい。

　 児童の取り 組む姿や教職員を 対象と し たセミ ナーを 通し て ， 教職員と し て， 人と し ての人権意識を 高める こ と ができ た。 子ども の人権及び関わる人々の人権を 尊び，

誰も が幸福である学校現場である よ う 日々の実践につなげたい。

　 保護者・ 地域への啓発など 学校が果たす役割について課題はある が， 今後も 学校・ 家庭・ 地域が手を 取り 合っ て， 児童が安心し て「 自分ら し さ 」 を 発揮する こ と が

でき るよ う 日々の実践に取り 組んでいき たい。

地域の方々等への事業取組の周知

・ 11 月発行の「 学校だより 」 に掲載

　発行部数 50 0 枚， 川畑小学校全戸数・ 校区内住民へ配付

・ 学校の HP に写真を 添えて， 取組の様子の紹介

・ 12 月発行の市報「 南さ つま」 に掲載

　発行部数 17,0 0 0 部， 南さ つま市全戸数配付

学校だよ り 12 月号 南さ つま市報　 12 月号

　 男の子がえら い， 女の子がえら いではなく て， みんな平

等にし ていく こ と に気を つけます。（ ３ ・ ４ 年）
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長島町立鷹巣中学校
所 在 地： 長島町鷹巣１６ ８７

電話番号： ０９９６ -８６ -０００３ ●生徒数： １０ ９ 人

●学級数： ６ 学級

・ 美しい環境作り （ 花育て，無言作業，ボランティア・ スピリッツ活動）

・ お互いを認め合える活動の推進（ 生徒会を中心にし た挨拶運動，

仲間作り 活動）

・ 自己肯定感を高める活動の推進（ 法教育， いじ め問題を考える

道徳教育， 人権学習）

・ 郷土への想いを深める活動（ 強歩大会， 地域探訪， 長島検定）

特
色
あ
る
活
動

事業取組のきっかけ

実際に取り 組んで

1 こ れまでの学校の取組

2 事業応募への思い

（ 1） 本校の人権同和教育の目標

・ 差別の現実に深く 学び， 人権問題や同和問題への正し い認識を 深め， 研修， 実践

を積み， 共通理解の上に立ち， 人権尊重の教育に努める。

・ 人間尊重の精神を 基にし ， 豊かな心情を も ち ， 支え合い， 認め合い， と も に伸長

する実践力のある生徒を育てる。

　 １ 人１ 人の考えや思いが違う と いう こ と は間違いでは

なく ， 次のステッ プにつながるヒ ント になるのだと 僕は

思いまし た。 違う と いう こ と を攻めたり ， 自分の意見だ

けを押し 通し たり するのではなく ， お互いが違う と いう

こ と を大切にし ながら 尊重し 合っ ていく こ と が， 人と 上

手く 関わるカ ギなのだなと 思いまし た。（ １ 年）

　 最初はど う いう 活動か全く よ く 分から ない状態でスタ ート し た。 だけど 時間

が経っ ていく につれて面白く て， 相談にのっ てく れている よ う な感じ で， と て

も 嬉し かっ た。 私はめぐ さ んがこ の鷹中のみんな に寄り 添っ て 話し て く れて，

と ても すごいなと 思いまし た。（ ２ 年）

　 私は人前が苦手です。「 否定さ れる＝間違い」 と 思っ ていたこ と に， 今日気付

く こ と ができ まし た。 こ れから は否定さ れる こ と を 恐れずに人前で発表し てい

こ う と 思います。 自分も 否定的なこ と を 言う と き は， 相手を 主語にし て強く と

がっ た言い方を し ないよ う にし よ う と 思います。（ ２ 年）

　 恵さ んが「 意見を 発表し てく ださ い」 と おっ し ゃ っ た時に， 手を 挙げる 人が数

名だけだっ た。 そのく ら い私たちが意見を 出し にく い環境を 作っ てし まっ ている

んだなと 感じ た。 こ れから は，今日学んだＩ メ ッ セージを使っ て違いを大切にし て，

少し でも 多く の人が意見を出せるよう な環境にし ていく べきだと 思っ た。（ ２ 年）

　 いつも 人前では発表し なかっ たり する けど ， 自分の気持ち を 伝える と ， すご

く 気分が良く なり すっ き り し まし た。 間違える こ と は怖いけど， それでも 自分

の考えや気持ち を 伝える こ と は大切と いう こ と が分かり まし た。 それぞれ個性

が違う ので， 自分も 頑張っ ていき たいと 思います。（ ３ 年）

　 僕は人について あま り 考え たこ と が

なかっ たので， 今日の授業は印象的でし

た。 特に印象に残っ たのは， 背中にシー

ルを貼り ， 声を出さ ずにグループ分けを

し たと き のめぐ さ んの「 色で分けなく て

も ，形で分ければいい」 と いう 言葉です。

人と 違う のは当たり 前。 人と の共通点を

見つけるこ と を学びまし た。（ ３ 年）

　 自分と 違う と こ ろ が多い人も いる

と 思う 。 それを差別するのではなく 個

性と し て 捉えて向き 合う こ と が大切

だ。 バリ ア フ リ ーやユニバーサルデ

ザインなどのよう に障害をも っ ている

人も そう でない人も みんなが過ごし

やすい世の中にし て いき， 笑顔の増

える未来にし ていきたいです。（ ３ 年）

　 最初から 最後まで色々な活動が多かっ たので， 楽し く

授業を受けるこ と ができまし た。 今まで発表すると きに

間違っ ていたら どう し よう と 思い， 発表し ないこ と が多

かっ たけれど， 今回の授業で違っ ていても 良いと いう こ

と が分かっ て， と ても 心が軽く なり まし た。 こ れから 私

は，人の違いをバカ にする人には「 いけないこ と だよ！」

と 強く 言う のではなく ，「 違う から 良いんだよ。 同じ だっ

たら 楽し く ないじ ゃ ん。」 と 優し く 声を かけて， みんな

で大き な輪を作っ ていきたいと 思いまし た。（ １ 年）

　 今回の活動を 通し て様々なこ と に気がつく こ と がで

き まし た。 同じ 指示で絵を 描いても 同じ 絵にはなら な

いこ と を 知り まし た。 こ れは１ 人１ 人の感じ 方， 考え

方， 捉え方には違いがある から であり ， それが個性だ

と いう こ と に気付く こ と ができ まし た。（ ２ 年）

　 私たち にはそれぞれ個性がある ので， も し 誰かがみ

んなと 違っ ていても 受け入れて認めてあげる こ と が大

切だなと 思いまし た。 恥ずかし いと か間違いたく ない

と い う 気持ち を 少し で も 変え て 行動で き る よ う に，

色々な こ と を 進んで やっ て いける 人にな り たいで す。

性別， 年齢に関係なく ， みんな同じ よ う に接する こ と

ができ る よ う にし ていき たいです。（ ２ 年）

　 生徒達は幼少時から 共に地域で育っ てき たこ と も あり 異学年間や男女間の仲も 良いが， その一方で親し さ から 言葉や態度がき つく なる など遠慮

がないコ ミ ュ ニケーショ ン を と っ てし まう 。 また自分に自信がも てない自己肯定感の低さ も 見受けら れる。 互いの人権を 尊重し ， よ り 良い人間関

係を 築く こ と ができ るよ う になっ て欲し いと いう 願いと 共に， 保護者や教職員の人権意識や人権感覚を高めたいと いう 思いから 本事業に応募し た。

（ 3） 人権同和教育の取組

・ いじ め問題を考える週間（ ４ 月，９ 月） と 人権週

間（ 12 月） の取組

・ いじ めアンケート の実施（ 毎月）

・ 人権に関する作文， 標語， ポスタ ーの作成

・ 人権同和教育についての職員研修（ ５ 月，10 月）

・ 水俣病資料館への訪問（ １ 年生９ 月） や平和学

習（ ２ 年生５ 月， ９ 月）

・ 生徒会によるいじ めのない学校作り 宣言

・ 人権問題に関する新聞記事の提示

・ 人権同和教育に関する外部研修会への参加

（ 2） 本校の生徒の実態

　 　 本校は， 純朴で元気な生徒が多い。 幼少時から 共に地域で育っ てき たこ と も あ

り ， 異学年交流も 含め， 人間関係は比較的良好である 。 一方， 馴れ合いから 生ま

れるコ ミ ュ ニケーショ ン力不足で対人関係に課題のある生徒も 見ら れる 。 また自

分の思いや考えを自信をも っ て発表するこ と が苦手な生徒も 多い。

１ 生徒を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～子ども たちの感想～

１ 2月２ 日（ 木）
 15： 40～16： 40 教職員セミ ナー 14人

１ 2月９ 日（ 木）
 10： 40～12： 30 生徒ワークショ ップ（ 全校生徒）  104人

 14： 10～15： 00 保護者・ 地域ワークショ ップ 17人

事 業 実 施 概 要
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　 生徒に対し て気を つけている つも り でも ， 気付かな

いう ち に決めつけて考えていたり ， カ テゴ リ ーに分け

て 考え て いたり する 場面が日常的に 多々ある と 感じ

た。 新し いこ と には慣れていない， 初めから は上手く

いかないなど当たり 前なはずなのに， こ れぐ ら いなら

と 思う こ と も よ く ある。 一人一人を それぞれで見てあ

げなければいけないと 強く 感じ る 時間だっ た。 こ れか

ら の生徒の声掛けを 変えていき たいと 思う 。

　 以前， 髙﨑さ んのお話を 聞き ， 攻撃的なＹ Ｏ Ｕ メ ッ セージから 違いを 認

めるＩ メ ッ セージを 心がけよ う と し てき まし た。 し かし 今回， 改めてお話

を 聞く 中で， 自分の学びが「 否定を し ない」 と いう 思いに留まっ ていたよ

う に感じ まし た。 多様な考えを対話によっ て１ つにまと め，「 私たち の考え」

を 作っ ていく 。 色々な立場の人が活躍でき る 社会づく り を 私たち はし てい

かなく てはなら ないし ， その方が住みやすい社会になっ ていく と 思いま し

た。 対話を 大切にし ていき たいです。

　 Ｉ メ ッ セ ージ を 心がけた指導に努め

る よ う な意識が職員にも 周知さ れたと

思う 。 自ら も 意識し た日常にし たい。

　 Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セ ージ に な ら な

いよう ，Ｉ メ ッ セージを 心がけ

たいと 思いまし た。

　 髙﨑恵先生の上手なト ーク に引き込まれ， と ても 楽し く 学ぶこ と が出来ま

し た。 ワーク ショ ッ プでは「 次は何を する んだろ う ？」「 こ れで何が分かる

のかな？」 と ワク ワク し まし た。「 ち がい」 は「 まち がい」 ではないと いう

言葉がと ても 心に残り まし た。 一人一人違う のが当たり 前なんだと いう こ と

を 改めて感じ ら れる， と ても 貴重な時間でし た。 あり がと う ございまし た。

　 生徒の反応も と ても 良く ， 楽し そう かつ真剣に取り 組んでいて良かっ た。

ワーク ショ ッ プの翌日の道徳や教科の授業でも 積極的に意見を 言える生徒

が増えた。 定期的に行えると ， さ ら に生徒や教職員の人権感覚が向上する

のではないかと 思う 。

　 教師にと っ ても 生徒にと っ ても ワーク ショ ッ プと いう 形態（ 体験型） で

人権の大切さ について深く 考える こ と のでき る 機会になっ たと 思いま す。

取組の成果を 今後の教育活動に生かし ていき たいと 思います。

　「 本事業を 受講し たこ と で， 男女共同参画について

の知識や理解が深ま っ たか？」 の問いに「 深ま っ た」

と 「 満足し た」 と 回答し ま し たが，「 充分か？」 と い

う と まだまだ自分の凝り 固まっ た頭には足り ないと 思

いま す。 何事も 学習を 続けないと いけないのかなと 思

いま す。 そう 考え さ せて いただく 貴重な 時間で し た。

あり がと う ございまし た。

　「 違い」 は「 間違い」 ではな い。 確かにそう ですが，

学校生活では毎日の違いに気付いて認め合っ たり ， 声

掛けし たり する 心や時間のゆと り が中々ないのも 現状

です。 忙し さ や疲れた毎日で， 今回のお話は自ら の心

に向き 合い， はっ と さ せら れる 時間になり まし た。 一

人一人の違い， 良さ を 認め合う 生徒を 育てる ためには

教員側の意識の高さ が必要で あり ， その感覚を 磨き ，

時々自分を ふり 返り な がら 戒めつつ， 生徒のた めに

やっ ていき たいと 思います。 あり がと う ございまし た。

2 教職員を 対象と し たセミ ナー ～教職員の感想～ ワーク ショ ッ プの目的と 意義を共有し まし た。

3 保護者・ 地域の方々を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～保護者・ 地域の方々の感想～ 子どもたちが体験し たワークショ ッ プと 同じ 内容で実施し まし た。

　 身につま さ れる お話が多かっ た。 出来ないこ と を 認知する

のは， 大人になる と 余計に難し いと 感じ る 。 知っ ている ふり ，

出来る ふり で「 助け」 を 遠ざ けて し ま っ ていたのだ な， 損し

ていたと 思っ た。 子供への愛情のかけ方も ， お金やスキン シッ

プ 等いろ いろ ある けど ， 確認行動する 為， 子供と 向き 合っ て

時間を割く こ と こ そ愛情かなと 思っ た。

　 今ま でＹ Ｏ Ｕ メ ッ セ ージ を 感情的に伝え る こ と が多く ， 伝わら

ないこ と に苛立つ日々で し たが， 子供を 主体に考え て伝える こ と

に心がけたいと 思いまし た。

　「 男の子な んだから ！」「 女の子なんだから ！」 と いう こ と を 言

う こ と が多く ，反省し まし た。 こ れから はＩ メ ッ セージを 意識し て，

子供達への声掛けを し て いき たいと 思いま す。 あり がと う ご ざ い

まし た。

　 と ても 楽し かっ たです。 子育てを し ていく 上で，Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セー

ジばかり を 発し ていまし た。Ｉ メ ッ セージを 伝えていき たいです。

あり がと う ございまし た。

　 ちがいがあっ て当たり 前なのに， なぜか同じ と いう こ と に， 知ら

ないう ち にこ だわっ ていたのかなぁ と 思いま し た。Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セー

ジを 子供によ く 言っ ていたので， こ れから はＩ メ ッ セージに変えて

伝えていこ う と 思います。 子供と の時間も 作ろ う と 思います。

　 保育士と し て 働いている。 職場でも ， 子供で も 人権がある， １

人の人と し て， と 研修など を 受けている が， 又学ぶこ と ができ て

良かっ たです。Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージよ り も Ｉ メ ッ セージ。 子供が学ん

だこ と を 一緒に受ける こ と ができ て良かっ たです。 し っ かり 意見

の理由まで伝える よう にし たいです。

　 大人になっ てから も 話合いが苦手な理由が分かっ た気がし

ま し た。 家庭でも 毎日時間が無く ， 子供と じ っ く り 話がで き

ていないので， 自分の思いや子供の気持ち を 伝え 合う 時間を

ぜひも ち たいと 思いま す。 貴重な話を 聞かせていただき ， あ

り がと う ございまし た。

　 子供と の関わり 方を 考え さ せら れる 時間でし た。 出来な い

こ と を 恥じ る のではないと 子供にも 自分にも 言い聞かせたい，

正直なこ と が大切だと 思いまし た。

　 髙﨑様の元気さ と 説明がと て も 分かり やすく ， 勉強にな り

ま し た。 ま ずは子供と の確認し やすい関係性を つく れる よ う

に， 自分の気持ち に深呼吸を 入れてＩ メ ッ セ ージ でき る よ う

に頑張り た いと 思いま す。 と て も 元気の出る 講演会で し た。

あり がと う ございまし た。

事業を終えて～今後の取組など～

　「 他人と 違う こ と ＝間違い」 である と いう 強い思い込みから ， 私達は意見を 言いづら い環境を 自分たちで作り 出し てし まっ ている 。 シジエカ キで仕上がっ た絵を 見て

生徒達は，「 ち がいは個性である」「 ちがっ ているから 面白い」 と いう 言葉に実感を 伴っ て共感し ていた。 またワーク ショ ッ プに取り 組む態度や感想の発表に対し て肯

定的に評価し てく れるめぐ さ んに， 多く の生徒が勇気づけら れ， 自尊感情を 高めら れたよう である。 学習の後は， いつも よ り 勇気を 出し て自分の意見を 発表し よ う と

する 姿や他者に対し て「 Ｉ メ ッ セージ」 を 使っ て丁寧にコ ミ ュ ニケーショ ン を 取ろ う と する 姿が多く 見ら れた。 子供だけでなく 保護者や教職員も ワーク ショ ッ プに参

加し ， 自分自身の言動を 振り 返り ， 人権感覚を 磨く こ と ができ た。 今後も 学校， 家庭， 地域と 連携し て， より 良い人権感覚を 身に付けた生徒を 育てていき たい。

参観し た方々

　 今回の講話で 印象に残っ た こ と は， 確

認が減る と 時間が奪われる， 失敗が増え

る と いう こ と で す。 私は現在の仕事につ

いて１ 年ほどになり ますが， まだまだ初め

てのこ と が沢山あり ます。 自分で勝手な判

断を せず対応し なければいけないと 思いま

し た。 私はまだ子供はおり ませんが， 子供

が生まれたら Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージで叱る ので

はな く ，Ｉ メ ッ セージで語り かけて， 人を

想いやれる 子育て を し たいと 思いま し た。

地域の男女共同の取組を 知れる 良い機会で

し た。 次回はぜひ生徒ワーク ショ ッ プにも

参加し たいです。

〈 事前周知・ 広報〉

・ コ ロナ禍の中だっ たので， 地域の方々への事前案内は行わなかっ た。

・ 保護者へは一次案内と 学級通信の裏面を 使っ た二次案内を 行っ た。

〈 事後の広報〉

・ 12 月号の学校だよ り ， 各学級の通信等に写真や感想を 添えて取組

の様子を 紹介し た。

・ TV 放映の日程を 学校だよ り やマチコ ミ メ ールで紹介し た。

・ 新聞及び県の広報番組で実施状況の紹介が行われた。

▲学校だよ り 12 月号

保護者への案内文書 南日本新聞R3 .12 .19

地域の方々等への事業取組の周知
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霧島市立牧園中学校
所 在 地： 霧島市牧園町宿窪田７５１ -１

電話番号： ０９９５ -７６ -００２１ ●生徒数： １０５ 人

●学級数： ４ 学級

・ 認め合い，高め合う 生徒の育成

・ 自分や学校でできるＳＤＧｓ への取組

・ 九面太鼓を通し た伝統文化の継承（ ３ 年による文化祭での発表）

・ 年間を通し た読みきかせ等による読書活動の推進

・ 道徳や人権教育を通した心の教育の推進

特
色
あ
る
活
動

事業取組のきっかけ

実際に取り 組んで

1 こ れまでの学校の取組

2 事業応募への思い

（ 1） 本校の人権同和教育の目標

　 　 基礎学力の向上と 基本的人権を 尊重する 教育の実践を と おし

て， 人権・ 同和教育に関する認識や理解を深め， 人権尊重の精神

を涵養すると と も に，社会の中のあら ゆる差別や偏見を取り 去り ，

自分の人権を守ると と も に， 他の人の人権を守ろ う と する実践的

な態度や能力を育成する。

　 最初にお話をさ れていた , なぜ人は発表をし たがら ないのかで ,「 相手と の違いが怖いから 」 と おっ し ゃっ

た時に , たし かに自分も 周り の人と 違う 意見がでると 恥ずかし く なっ たり , 複雑な気持ちになるなと 感じ て

いまし た。 でも その対処法が「 自分の考えを大切に！（ 一つのも のの受け取り 方はそれぞれ違う ）」 と 言う

こ と を聞いて , こ れから こ の言葉を胸に刻み , 少し ずつでも 自分自身を変化さ せていき たいなあと 思いまし

た。 その後に行っ た黙っ て絵を描く , 黙っ て仲間を探すゲームでは , 最初「 自分は人と 違っ ているこ と をし

ていたら どう し よう 」 と 思っ ていまし たが , 先程の言葉を生かし て , 自分が思っ たよう に行動すると いう の

は気持ちがと ても 楽でし た。こ のよう に,言葉をこ れから 意識し て生活し ていきたいなと 思いまし た。（ １ 年）

　 先生のおっ し ゃ る言葉一つ一つにと ても 意味を強く 感じ て , 自分たちに当てはまっ ている なと 思いまし

た。 すごく 感心し てなるほどなと たく さ ん思いと ても 興味をも ち まし た。 みんながあまり 発表し たがら な

い理由など初めて知るこ と がたく さ んあっ て楽し かっ たです。 相手が傷つかないよう にＩ メ ッ セージを 使

う こ と は , と ても 必要だと 思いまし た。 友達を褒めてあげたり , 仲間を大切に思う こ と の重要さ を改めて知

るこ と ができまし た。 人権については今 , 社会で習っ ていると こ ろで , 習っ たこ と の復習や , 逆に予習にな

る部分も あり まし た。 全然飽き なく , と ても 楽し く ワーク ショ ッ プを終えるこ と ができまし た。 本当に学ん

だこ と が多く て , こ れから の生活にどんどん生かし ていき たいです。 友達にはたく さ んのＩ メ ッ セージを

使っ ていきたいです。 悪いこ と をし ている人には注意をし ていきたいです。（ ２ 年）

　 今日の授業を通し てたく さ んのこ と を 学びまし た。 私は発表が好き で

はあり ません。 でも それは過去に笑われたこ と があっ たから です。 今日

来てく ださ っ た先生は何も かも 分かっ てく れていまし た。 その中でも 心

に残っ たのが ,「 発表し やすい雰囲気づく り をし よう 」 と いう 言葉です。

確かにみんなの目や表情でし にく いのかなと 考えまし た。 過去に笑われ

たり 「 違う 」 と 言われた人がいても , 優し い表情やちゃ んと 聞く 心をも

てば , 自然と 発表し やすい雰囲気になる のではないのかなと 思います。

今日の授業は納得ばかり の授業でし た。（ ３ 年）

　 私はこ の子ども たちの男女共同参画学びの広場に参加し てと ても よかっ たと 思います。 なぜ

なら , 普段から 男子だから 重い物を持てるよねや女子だから きちんと し なさ いなどたまに聞き

ます。 でも ， 男子で重い物を持てない人や女子で重い物を持てる人も いるだろ う し ， 男子も き

ちんと し ないと いけないと 思います。 だから ， 女子だから 男子だから と 決めないで平等になっ

てほし いです。私はＹ Ｏ Ｕ メ ッ セージを使っ たり ，言われたり よく し ます。でも ，Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セー

ジを 使っ たと き はあまり 感じ ませんが， 実際言われると 嫌な気持ち になり ます。 こ れから は，

Ｉ メ ッ セージを 使い， 相手をでき るだけ嫌な思いにさ せたく ないです。 そし て， ク ラ スのみん

なで話し やすい雰囲気を作れたら いいなあと 思います。（ ３ 年）

　 本校の生徒は， 生徒会活動， 学校行事， 部活動等において積極的に取り 組み成果を上げていると 言える。 また， 本年度から 全学年に導入さ れ

たタ ブレッ ト を活用し ，授業においても 積極的に取り 組む態度が見ら れる。 さ ら に，最上級生の３ 年生が様々な場面で自覚を持っ てリ ーダーシッ

プを発揮し ているので， １ ・ ２ 年生は３ 年生を模範と し 尊敬し ている様子が見ら れる。

　 し かし ながら ， 生徒においては自分の思いを伝える能力がやや弱いため， 誤解を まねき 時々生徒間でト ラ ブルが起き るこ と がある。 そこ で，

本校の学校長と ご縁のある髙﨑先生にご来校頂き ， 生徒， 保護者や地域の方々， 教職員でワーク ショ ッ プを実施し ， 男女共同参画の視点から ，

学校内， 学校間， 家庭， 地域など， 広く 連携し て人権に関する問題の解決や， 望まし い社会作り に参画し ていこ う と する意欲の態度を育成し た

いと 考え， こ の事業に申し 込みをし た。

（ 3） 人権同和教育の取組

・ 全教育活動を通し た人権学習の実施

・ 生徒会活動で人権週間における啓発運動の推進

・ 国語科における人権作文や人権標語の募集

・ 人権週間において， 外部から 講師を招いての人権教育の実施

・ 学校便り ， 学級通信，Ｐ Ｔ Ａ ， 家庭教育学級等での保護者や地域

の方々への人権に関する啓発

（ 2） 本校の生徒の実態

・ 明るく 素直で元気であり ， 指示さ れたこ と は一生懸命取り 組んで

いる。

・「 健康と 安全はすべてに優先する」 のスロ ーガン のも と 規則正し

い生活を送ろ う と し ている。

・「 勇往邁進」 を 生徒会のスローガンと し ， 学校行事の成功を 目指

し たり 日常的な活動に精一杯取り 組んだり し ている。

・ 自分の思いを伝える能力がやや弱いため， 誤解をまねき 時々ト ラ

ブルが起きるこ と がある。

１ 生徒を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～子ども たちの感想～

７ 月14日（ 水）
 10： 45～12： 35 生徒ワークショ ップ（ 全生徒）  97人

 14： 00～15： 30 保護者・ 地域ワークショ ップ 15人

 16： 05～16： 45 教職員セミ ナー 9人

事 業 実 施 概 要
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　 違いを こ わがる 気持ち が自分にも ある と 気づき

まし た。 違いは宝である こ と ， 共感は豊かさ を う

むこ と を 知り まし た。 あり がと う ございまし た。

　 最近， 自分を 顧みたと き ， 確認行動が少し ない

為に失敗が多い。 だから ， 確認し やすい環境づく

り が大切なのだと 実感し まし た。

　 今日の講義でＩ メ ッ セージ の大切さ を 教え て いた

だき ， コ ミ ュ ニケーシ ョ ン の苦手な 子ど も たち へと

伝えていき たいと 思いまし た。

　 小規模な 学校で みんな 仲が良く ， 気持ち の優し い

生徒が多い本校で ある。 し かし ， 時にはケン カ を し

たり ， 相手を 傷つける よ う な 言葉を 発し たり する 時

も ある 。 ま だ， 経験の少な い生徒たち な ので， 社会

で 生き ていく ために様々な力を 付けて いただける 機

会を いただき 感謝し ま す。 我々教員も こ の経験を 生

かし 目の前の生徒の成長を サポート し ていけたら と

思います。 本日はあり がと う ございまし た。

　 多様性のこ と 人と 違っ ていいと いう こ と 気づき

があり まし た。 他者と のコ ミ ュ ニケーショ ン のた

めには， ま ず， 自分のこ と が分かる こ と が必要。

仕事の面でも Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージになっ てし まっ て

いる と 感じ まし た。

　 今日はＩ メ ッ セージ、Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージ の違い。

Ｉ メ ッ セージの大切さ を 教えていただき， コ ミ ュ

ニケーショ ン の苦手な子供たち へと 伝えていき た

いと 思う 。

　 一人一人の違いを 認め合いＩ メ ッ セージで伝え

る こ と の大切さ ， と ても 参考になり まし た。 恵さ

んあり がと う ございまし た。

　 再認識の機会と なり ， 又， 楽し く 参加さ せてい

ただいたこ と に感謝です。 私と し てはＩ メ ッ セー

ジを 大切に今後も 一歩ずつ進めていく こ と が大切

と 思います。

2 教職員を 対象と し たセミ ナー ～教職員の感想～ ワーク ショ ッ プの目的と 意義を共有し まし た。

3 保護者・ 地域の方々を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～保護者・ 地域の方々の感想～ 子どもたちが体験し たワークショ ッ プと 同じ 内容で実施し まし た。

　 も っ と 聞き たいと 思いまし た。 気付かさ れる 事がいっ ぱいです。 一人一人違う と いう 事や子供

たち は毎日が初めてと いう 事が， ハッ と さ せら れまし た。 家族みんなに聞いて欲し い話でし た。

　 校長先生のおすすめも あり と ても 興味がわき 参加さ せて頂き まし た。 何か自分も まだまだ足り

ない所があり ， 子育てのヒ ン ト になればと 思い参加し まし た。 言葉かけ一つで全く 違う 思考にな

る 事を 学ばせて 頂き ま し た。 さ っ そく ，Ｉ メ ッ セ ージ を 心掛け， 実行し て いき たいと 思いま す。

あり がと う ございまし た。

　 男女共同参画と いう 言葉は知っ ていまし たが， 今日のワーク ショ ッ プを 受けてと ても 深い内容

だっ たと 思います。Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージから でき る だけＩ メ ッ セージに変えていける 様に， 私自身

も 頑張っ ていこ う と 思います。 子供たち がも っ と 自分に自信を も っ て生き ていける 様に少し でも

支えていけたら と 思いまし た。

　 今日はあり がと う ござ いまし た。 名前や

絵を 描いている 時に「 綺麗に描かないと い

けないのかな？」 と か「 正解っ てある のか

な？」 と 不安になる 自分があり まし た。 こ

れは， 間違える こ と が恥ずかし こ と だと い

う 潜在意識だと 知り 驚き まし た。 そう 教育

さ れてき たのでし ょ う ね。 肩の荷が下り た

のと 同時に， 子供たち への接し 方への新し

い視点を 見いだすこ と ができ ， と ても 嬉し

かっ たです。 違いこ そ宝物…今日から はこ

れを大切にし ていきます！

　 わかり やすく おも し ろ く 大変為になり ま し た。

仕事柄， 小学生と 関わる 事も 多いので未来ある 子

供たち の為に私自身がも っ と 学びを 深めていき た

いと 思っ て います。“ 一人一人の違う 意見。 違い

こ そ宝” も 大変よく 分かるのですが，それが，ルー

ル違反やマナーを 守れないと いう 事と は違う ので，

伝える 側の人間も し っ かり と 考えて伝えていかな

ければと いう 事。 あと ひと つ聞き たいので すが，

女性し か子供は産めないし ， やっ ぱり 子供は多い

方がいいし ， 外国と かど う なのだろ う と 思いまし

た。 も っ と も っ と 聞き たい事いっ ぱいです！！

事業を終えて～今後の取組など～

　 本校は，今年度初めて ,校長先生と お知り 合いの髙﨑先生を 講師と し てお招き し ，生徒，保護者・ 地域，教職員向けのワーク ショ ッ プを 開催し ていただいた。ワーク ショ ッ

プでは，「 人は違う のが当たり 前のこ と 」，「 違いがある から 新し い考えが生まれる し ，進歩でき るこ と 」，「 だれにでも 初めてがあり ，失敗する のが当たり 前と いう こ と 」，「 失

敗を 笑っ たり ， 責めてはいけないと いう こ と 」，「 失敗を おそれないこ と 」 など， 髙﨑先生の多く のメ ッ セージを 聞く こ と ができ た

　 今回のワーク ショ ッ プの中で取り 扱われたＩ メ ッ セージと Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージは， 牧園中学校の生徒には深く 心に残っ た様子であっ た。 人間関係で悩むこ と が少なく

ない生徒にと っ ては， 自分自身の言葉かけを 振り 返る よ い機会になっ たのではないかと 考える 。

　 また， 今回は生徒のワーク ショ ッ プと は別に， 教職員， 保護者・ 地域向けに同内容のワーク ショ ッ プが実施さ れた。 大人も 自分自身のＩ メ ッ セージ，Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セー

ジを 振り 返り ，共感や反省する 感想が多く 見ら れた。「 さ っ そく ，Ｉ メ ッ セージを 心掛け， 実行し ていき たいと 思います。」「 Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージから でき るだけＩ メ ッ セー

ジに変えていける様に， 私自身も 頑張っ ていこ う と 思います。」 など， 大人にと っ ても 多く の学びが得ら れたこ と は大き な成果であっ たと いえる 。

　 こ れを 機会に生徒の取り 組みを 参観する だけでなく ， 教職員， 保護者も 共に参加し 取り 組む機会を 増やす努力を 行っ ていかねばなら ないと 考えた。

　 大変お忙し いと こ ろ ， 牧園中学校まで起こ し いただき あり がと う ございまし た。

地域の方々等への事業取組の周知

９ 月発行の「 学校だよ り 」 に掲載（ ワーク ショ ッ プや生徒の感想の紹介）

　 ・ 発行部数…約2 ,50 0 部

　 ・ 配 布 先…牧園中学校全校生徒数,牧園中学校校区自治会各家庭数

　 ＊その他では各学級通信にてワーク ショ ッ プの内容や生徒の感想等の紹介

学校だよ り 9 月号
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姶良市立竜門小学校
所 在 地： 姶良市加治木町小山田１３ ６３ 番地

電話番号： ０９９５ -６３ -３４４６ ●児童数： ４９ 人

●学級数： ７ 学級

・ 造形教育の推進（ 龍門司焼の体験学習，学校の登り 窯

を活用し た粘土工作）

・ 食農教育の推進（ 桜島大根や米作り 等）

・ 読書活動の推進（ 読書タ イム・ 読書月間・ 親子読書に

よる読み聞かせ等）

・ 姶良市小規模校入学特別認可制度校（ 特認校）

特
色
あ
る
活
動

事業取組のきっかけ

実際に取り 組んで

1 こ れまでの学校の取組

2 事業応募への思い

（ 1） 本校の人権同和教育の目標

　 　 人権尊重の精神に徹し ， 偏見や差別を なく し て共に伸びよ う

と する意欲と 実践的態度を身に付けた子ども の育成に努める。

・ かかわり の中で差別について考え， すべての差別を許さ ない学級

づく り を推進する。

・ 友達を大切にし ， 一人の問題をみんなで解決するこ と のでき る仲

間づく り を推進する。

・ 望まし い集団生活を通し て， 人権尊重の態度と 実行力を育てる。

　 き ょ う は , わかり にく いこ と ばも あっ たけれど ,

たのし く がく し ゅ う で き たと おも いま す。 おう ち

の人や学校の人にわたし メ ッ セージ を いいたいで

す。（ １ 年）

　 わたし は「 男子な んだから 」 や「 女の子な んだ

から 」「 ６ 年生なんだから 」 と いう 言葉は言っ ては

ダメ な んだと 思いま し た。 な ので， みんな が傷つ

かない言葉を 使っ て話し ていき たいです。 そし て，

ゲームなど も 入っ ていて， と ても 分かり やすく て，

みんなに学んだこ と を 伝えたいです。（ ５ 年）

　 話し 合いでは全員が話し 合いに参加し ，「 あなた

言葉」 で はな く 「 わた し 言葉」 で 話し た り し て，

話し 合いがス ムーズに進みグループ の中の人の意

見を 一人一人聞く こ と ができ まし た。 こ れま での

竜門小学校は「 男子だから こ れ持っ て」「 女子だか

ら こ れし て」 な ど の性別を 意識し た言葉がたまに

聞こ え ていたけど， 今日の男女共同参画学びの広

場に参加し たこ と によ っ て ， 互いに認めあえ て，

楽し い学校になればう れし いです。（ ６ 年）

　 わたし は， 自分の背中にはっ て いる シ ールで 色

分けする と の， 先生が言っ た６ つの言葉を 図や絵

に表すこ と が楽し かっ たで す。 シ ールの色分けで

は， わたし は近く にある 物を使っ て相手に伝えまし

た。 ６ つの言葉を図や絵に表すこ と では， みんなと

ち がいまし た。 似ている人も いまし た。 わたし はこ

の授業を 通し て， 人それぞれに思っ ている こ と や，

気持ちがちがう こ と に気づき まし た。（ ６ 年）

　 私は , 今日の学びの広場を通し て , 男の子と 女の子，

学年なので差別し ないこ と が大切だと 思いまし た。 私は

今まで「 男だから できるでし ょ 」「 年下なんだから し てね」

など たく さ んの差別を し てき まし た。 でも 今日学んで

し っ かり 差別をなく し て， 色々な人と 協力し 合おう と 思

いまし た。 また， 自分が相手と はちがう こ と を， し っ か

り 分かろう と 思います。相手の気持ちも 自分の気持ちも ，

どちら も 大切にし て過ごし ていきたいです。（ ６ 年）

　 き ょ う は , シールのいろ わけを し てたのし かっ た

です。 みんなで なかよ く すごすには , わたし メ ッ

セージでいえばいいと わかり まし た。（ １ 年）

　 わたし は , めぐ み先生が言っ ていた , 女の子なの

に〇〇〇も でき ないのや , 男なんだから 〇〇でき な

いと ダメ だよ と いう 人が子ど も も 大人も いる んだ

な あと 思いま し た。 楽し く 学べて う れし かっ たで

す。（ ２ 年）

　 一人ひと り の感じ 方， 考え 方， やり 方にはち が

いがある 。 それが一人一人の「 こ せい」 な んだと

いう こ と に気づいた。 ２ 時間かけて， じ っ く り 教

えてく れたのがう れし かっ た。（ ３ 年）

　 わたし は， よく あなたメ ッ セージを言っ てし まい

ます。でも ，こ の学習をし てあなたメ ッ セージを言っ

ていると 相手はき ずつく こ と が分かり まし た。 今度

から は，あなたメ ッ セージではなく ，わたし メ ッ セー

ジを 生活のなかで生かし ていき たいです。（ ４ 年）

　 本校は小規模校で異学年と の活動も 多く ， 比較的児童の仲がよい。 また何事にも 素直に真面目に取り 組む様子が見ら れる。 し かし ， 少人数で

あるこ と で人間関係が固定的になり ，「 〇〇さ んはこ う いう 人」と いっ たステレオタ イ プで互いを見てし まう 傾向が見ら れる。一人一人の「 ちがい」

を豊かに重ね合う こ と で新し い価値を見つけら れる児童の育成を目指し て， 本事業へ応募し た。

（ 3） 人権同和教育の取組

・ いじ め問題を考える週間の取組（ ４ 月・ ９ 月・ １ 月）

・ 校内人権週間の取組（ 人権標語作り ・ 人権集会・ 人権に関する本

の読み聞かせ等）

・ 職員研修の取組（ 年３ 回）

・ 特別の教科道徳の授業参観

・ 人権意識の向上へ向けた全校朝会での講話

・ 人権教室の開催

（ 2） 本校の児童の実態

・ 素直で明るい児童が多い。

・ 児童数が少ないため， 縦割り 班での活動など学年の隔たり なく 過

ごし ている。

・ 学習や行事等， 目標に向かっ て真面目に一生懸命に取り 組むこ と

ができ る。

１ 児童を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～子ども たちの感想～

11月29日（ 月）
 10： 45～12： 25 児童ワークショ ップ（ 全児童）  47人

 13： 30～15： 00 保護者・ 地域ワークショ ップ 8人

 15： 25～16： 45 教職員セミ ナー 10人

事 業 実 施 概 要
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　 グループ 分けで 私自身も シ ールの色にし か目が向いて いな かっ たこ と に

気づき ま し た。 形やシ ールで 分けよ う と は一切思いま せんで し た。 こ れま

で 子ど も たち に対し て はど う だっ ただろ う か。 し っ かり 目を 向ける こ と が

で き て いただろ う かと 考え さ せら れま し た 。 子ど も たち の発表に対し て ，

全て 肯定的に受け取り ， 共感し て いる 姿がすご く 感心し ま し た。 心がけて

はいて も つい否定し て し ま う こ と がある ので ， リ フ レ イ ン と リ フ レ イ ムを

忘れな いよ う にし たいと 思いま し た。 分かり やすく 教え て いただき， あり

がと う ござ いまし た。

　「 ち がい」 を 「 まち がい」 と し て感じ てし まう と いう こ と は自分でも 体験し たこ と

のある も のでし た。 実際に今でも こ のよ う に感じ てし まう こ と はあり ます。 毎回感

じ る わけではないので， 疑問に思っ ていまし たが， 肯定感を 感じ ら れる 雰囲気や環

境にあっ たのではないかと 思います。 今後， 自分が教員と し て子ど も たち が肯定感

を も てる よ う な場や環境を つく っ ていける よ う にし たいと 感じ まし た 。 あり がと う

ございまし た。

　 児童への見方， 接し 方を 今日学んだこ と を 思い出し ながら 変えていき たいと 思い

まし た。 自分の意見を 持っ て 話せる 雰囲気を 作っ ていき たいです。 ワーク ショ ッ プ

で普段見ていて思っ ていた姿と 違う 子供達の様子を 見る こ と ができ ， 自分の思い込

みがある こ と も 感じ まし た。 こ の子はこ う いう 子と 決めつけないで， 対応し ていき

たいで す。 いただいた冊子「 あなたのコ コ ロ と カ ラ ダを 大切に」 を 読んで， 高校生

の娘に読ま せな ければ！！と 思いまし た。 県内で こ の様な冊子が配布さ れたり ， 説

明を 受けたり する 機会がある ので し ょ う か。 大事な こ と だと 思いま し た。 今日は，

御多用中， あり がと う ございまし た。

　 肯定的な空気が多様性を 育むこ と を 児童のワーク ショ ッ プ を 見て感じ た 。 学校全

体で それを 醸成で き る と 自他共に認めら れる 児童に育っ て いく のかな と 思いま し

た。 今後も 多様性と 統一性のバラ ン スを 保ち ながら ， 児童に接し ていき たいと 思い

まし た。

　 こ れから の時代は「 ち がい」 が大切だと 分かっ ていながら も ， 日々の授業

や子ども たち への声掛けは「 同じ よ う にする 」 こ と を 求める も のだと いう こ

と に気付かさ れま し た。 あなたメ ッ セージ では伝わら な いこ と が多いので，

わたし メ ッ セージで子ど も たち やまわり の大人に伝える こ と で ， 相手だけで

なく 自分の考えも 大事にでき る と 思う ので， 少し ずつ練習し ていき たい。

　 子供達のワーク ショ ッ プ での姿から ， 日頃の授業や生活面での指導につい

て の改善点を 見つける こ と ができ まし た。 当たり 前を 再度多面的に見直し ，

日々の生活の中に生かし ていける よ う ， 意識し て行動し ， 習慣になる よ う に

努めていき たいと 思います。 多く の気付き を いただき ， 学ばせていただき ま

し て， 誠にあり がと う ございまし た。

2 教職員を 対象と し たセミ ナー ～教職員の感想～ ワーク ショ ッ プの目的と 意義を共有し まし た。

3 保護者・ 地域の方々を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～保護者・ 地域の方々の感想～ 子どもたちが体験し たワークショ ッ プと 同じ 内容で実施し まし た。

　 今まで家庭でも 職場でも Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージで伝えてし まう こ と が

多く ，言っ た後に後悔する こ と が多かっ たですが，こ れから はＩ メ ッ

セージを 心がけていき たいと 思いまし た。 経験や価値，得意，不得意，

様々な人がいる ので意見に違いがあっ て当然で， それを 対話によ っ

て， 新し いも のを 作っ ていく こ と がこ れから の社会で必要だと と て

も よ い経験になり まし た。 貴重な話， あり がと う ございまし た。 　 と ても 楽し く 学ぶこ と ができ ， あっ と 言う 間に時間が過ぎていまし た。 ついつい性別で決

めつけてし まう こ と も ある ので， 性別に関係なく 物事を 考えていける よ う にし たいと 思いま

し た。 子ども に対し て命令ではなく ，Ｉ メ ッ セージで声かけでき る よう ， 自分でも 練習し てい

き たいと 思います。 今日は本当にあり がと う ございまし た。

　 と て も 自分のこ と に置き 換え て， よ く 身

にし みる 講義で し た。 分かり やすく ， 心に

残る 話だっ たので， ま た是非来て いただき

たいと 思います。 あり がと う ございまし た。

　 子供達に対し ての声掛けや言葉遣いを 改

めて考えさ せら れまし た。 ついつい上から

の言い方になっ ていたので， 今日の講座を

忘れずにし たいです。

　 先生のお話にぐ っ と 引き 込まれながら 楽し く 学ぶこ と ができ まし

た。 ド キド キさ んで不安が強い我が子に「 みんな違っ て当たり 前！

みんな違っ て， みんないいの！」「 間違っ ても いいの！！それに気付

いたこ と が大事なんだよ 。 すごいじ ゃ ん」 と 自分にも 言い聞かせな

がら 話し ています。Ｉ メ ッ セージでつながっ ていき ながら ， ぽかぽか

言葉を大事にし ていき たいです。 今日はあり がと う ございまし た。

　 貴重な お話あり がと う ご ざ いま し た。 早速， 冷蔵庫に「 Ｉ メ ッ セージ」 を 貼っ て 練習し

たいと 思いま す。「 自分を 認める 」「 わたし がわたし で ある 」 そう 思える 自分にな り たいし ，

そう あっ て ほし いと 思いま す。 思い込みを やめ， ち がいはま ち がいで はな いと 自分に言い

聞かせます。

事業を終えて～今後の取組など～

　 子ども たち から は「 一人ひと り の感じ 方，考え方，やり 方にはち がいがある 。それが一人一人の『 こ せい』なんだと いう こ と に気づいた。」と いう 感想が見ら れた。「 ちがい」

は「 まち がい」 ではなく 宝物と と ら え， 互いの価値を 認めつつ新し い価値を 見つけていく 意識の芽生えを 見る こ と ができ た。 本校は「 自分が好き 　 みんなが好き 　 学

校が好き 」 を 合言葉に， 自己肯定感の育成を 目指し ている 。「 ち がい」 を 見つめ， 互いにＹ Ｏ Ｕ メ ッ セージを 送り 合う こ と で， 自分だけでなく 友達も 大切にでき る 意識

を 育てていき たい。 今回， 保護者や教職員を 対象と し た研修も 行っ ていただいたこ と で， 共通理解のも と 児童・ 保護者・ 教職員が一体と なっ て人権意識の向上に努め

ていき たい。

参観し た方々 地域の方々等への事業取組の周知

　 子ど も たち がワーク シ ョ ッ プ を 受けて いる 様子

を 見て， 挙手が増え て いっ たり ， グループ で の話

し 合いで リ ーダーシ ッ プ を と る 様子な ど を 見たり

し て， 子ど も たち のも っ て いる 力を 改めて 感じ ま

し た。「 環境が人権」 と 言いま す。 明る く 丁寧な 言

葉かけで， 子ど も たち と 接する こ と を 続けて いき

たいと 思います。

・ ブロ グ

・ 学校便り 　 全保護者・ 校区全戸配布

学校便り 12 月号

保護者への案内文書


